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ⅣⅣ
　豊かな自然や美しい景観を引き継ぐため、適切なリサイクル推
進に努めるとともに、自然エネルギーの活用を推進するまちを目
指します。

１　特性を活かした景観形成の推進１　特性を活かした景観形成の推進
1　景観計画、条例の施行	
2　景観づくりの推進
3　自然景観保全の推進

２　環境保全と快適な住環境づくりの推進２　環境保全と快適な住環境づくりの推進
1　環境保全活動の推進
2　生活関連施設整備の推進
3　市民による美化活動の推進	
4　動物愛護の推進

３　地球温暖化対策の推進３　地球温暖化対策の推進
1　再生可能エネルギーの導入促進	
2　エコライフスタイルの推進

４　循環型社会の構築４　循環型社会の構築
1　４つの「Ｒ（アール）」によるごみの減量化の推進	
2　廃棄物の適正な処理の推進

環境部門
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●　本市は、海と砂浜が織り成す美しい海岸線と、緑豊かな山河等の自然や、先人から引き継いできた歴
史文化遺産等、多くの景観資源を有しています。
●　これらの景観資源を守り、育て、創造し、次の世代に伝える必要があります。
●　そのためには、市民、事業者、市民団体、行政等が共通の認識に立ち、連携と協働による景観づくり
を推進する必要があります。

現状と課題

●　景観法に基づく浜田市景観計画や条例を制定し、一定規模以上の建築、工作物の新築、増改築や開発
行為等の届出により、良好な景観形成を誘導します。
●　本市の良好な景観を形成する公共施設の整備や維持管理を行うとともに、情報発信や普及啓発活動等
を通じて、市民、事業者、市民団体、行政等が連携した協働による景観づくりを推進します。
●　市民の心に安らぎと潤いを与える緑豊かな景観づくりを推進するため、市民の景観づくり意識の醸成
を図るとともに、市民との協働による自然景観の保全や緑や花があふれるまちづくりを進めます。

基本方針

1 特性を活かした景観形成の推進

石見畳ヶ浦
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2 環境保全と快適な住
環境づくりの推進 3 地球温暖化対策の推進 4 循環型社会の構築

1特性を活かした
景観形成の推進

Ⅳ 

環
境
部
門

目標 現状値 目標値 目標の説明

緑と花の沿道推進事業実施件数
の増加

平成26年度 平成33年度
事業に取り組んだ累積実施件数89件 124件

主要施策

市全域を景観区域とし、更に代表する優れた景観や眺望を有する地区、良好な景観を創ってい
く地区、地域住民の意識やまちづくりの機運が高い地区を重点地区として指定し、良好な景観の
形成の促進を図ります。

景観計画の重点地区等において、景観形成住民協定、景観協定等を締結する地区を中心に景観
形成の支援を行い、景観づくりの推進を図ります。
また、空き家については、景観保全と危険防止の観点から、周辺環境に悪影響を及ぼさないよ

う、所有者等に対して適正な管理に務めるよう啓発を行います。
都市計画の用途地域内において、公道沿いに緑や花があふれる景観づくりを推進します。

リアス式と砂浜の海岸線、「日本の棚田百選」に選定され
ている棚田等の農地や里山集落等、自然豊かな景観の保
全に努め、集落美化活動、道路・河川愛護活動、遊休地
や山林の植栽活動を推進します。

■景観計画、条例の施行

■景観づくり事業
■緑と花の沿道推進事業

■棚田等農地保全整備事業
■美化活動の推進

景観計画、条例の施行

景観づくりの推進

自然景観保全の推進

1

2

3

主な事業・取り組み

主な事業・取り組み

主な事業・取り組み

室谷の棚田
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●　先人によって守られてきた豊かな自然環境を後世に引き継ぎ、また快適な住環境を確保するために
は、市民一人ひとりが環境保全・美化に対する意識を高め、行政、市民、事業者、関係団体等が協働し
た取り組みが求められています。
●　浜田浄苑や火葬場等の生活関連施設は、老朽化が進んでいることから、長寿命化や統廃合等の対策を
講ずる必要があります。
●　少子高齢化や核家族化の進展に伴い、犬猫等のペットを飼養する家庭が増加する一方で、鳴き声や糞
尿放置、放し飼い等によるトラブルの事例も発生しています。

現状と課題

●　海、山、川の豊かな資源に恵まれた本市の自然環境を後世に引き継ぐため、水環境の再生、緑の保全、
生物多様性の保全等を目的とした環境保全活動や啓発・教育活動に、市民、事業者、行政が一体となっ
て取り組みます。
●　身近な住環境の快適性を確保するため、生活関連施設を整備するとともに、市民の自発的な環境美化
活動や動物愛護を推進します。

基本方針

2 環境保全と快適な
住環境づくりの推進

浜田川沿道の花植栽活動
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1 特性を活かした
景観形成の推進 3 地球温暖化対策の推進 4 循環型社会の構築

2 環境保全と快適な
住環境づくりの推進

Ⅳ 

環
境
部
門

目標 現状値 目標値 目標の説明

環境出前講座の開催回数の増加
平成26年度 平成33年度

出前講座の通算開催回数0回 30回

主要施策

本市の豊かな自然環境を守り引き継ぐため、環境保全活動を行う市民団体との連携強化を図る
とともに、学校や公民館等での出前講座を開催する等周知、啓発に努めます。

浜田浄苑は平成９年２月の供用開始から18
年が経過し、機械設備等の耐用年数が経過して
いるため、施設の長寿命化に取り組みます。
また、市内４か所に設置している火葬場につ

いては、老朽化に伴い順次統廃合を進めます。

■環境保全市民団体との連携強化
■環境リーダー研修事業
■環境出前講座の開催

■浜田浄苑環境整備事業
■三隅火葬場増改築事業

環境保全活動の推進

生活関連施設整備の推進

1

2

主な事業・取り組み

主な事業・取り組み

浜田浄苑
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目標 現状値 目標値 目標の説明

環境アダプトプログラム登録団
体数の増加

平成26年度 平成33年度
環境アダプトプログラムへの登
録団体数29団体 35団体

快適な住環境を確保するため、地域のサークル
や団体によるボランティア活動を支援し、市民の
美化活動推進に取り組みます。

■環境アダプトプログラム※推進事業

市民による美化活動の推進3

主な事業・取り組み

※アダプトプログラム　道路や河川、公園など公共空間に対して、市民や事業者及び行政が協働で美化活動を行うしく
みのこと。

用
語
解
説

動物の愛護や遺棄防止、無責任な餌やりの制限等についての意識啓発に努めます。
また、犬の飼養者等に対する狂犬病予防注射や飼い方教室等の実施に取り組みます。

■狂犬病予防対策事業
■犬の飼い方教室の実施

動物愛護の推進4

主な事業・取り組み

アダプトプログラムによる活動
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2 環境保全と快適な住
環境づくりの推進 4 循環型社会の構築

3 地球温暖化
対策の推進

1 特性を活かした
景観形成の推進

Ⅳ 

環
境
部
門

●　二酸化炭素の排出や森林の伐採等により、地球温暖化は進行し、海面上昇や異常気象を招く等、今
なお全世界的な問題としてその対策が求められています。このため、自然エネルギーの利用や省エネル
ギー推進のために、個人や家庭、市民団体・グループ、事業所等における足元からの活動が不可欠となっ
ています。
●　公共施設に太陽光発電システムやバイオマス発電設備を整備する等の取り組みを行ってきましたが、
引き続き、環境にやさしい再生可能エネルギーの導入促進に取り組む必要があります。

現状と課題

●　市民、事業者、行政が一体となって地球温暖化対策に取り組み、地球環境にやさしく、環境負荷の少
ない資源循環型社会の構築を目指して、省エネルギー対策や再生可能エネルギーの導入に努めます。

基本方針

3 地球温暖化対策の推進

風力発電所
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目標 現状値 目標値 目標の説明

はまだエコライフ推進隊の会員
数の増加

平成26年度 平成33年度
はまだエコライフ推進隊の会員数143会員 190会員

目標 現状値 目標値 目標の説明

はまだエコライフ推進隊の会員
数の増加

平成26年度 平成33年度
はまだエコライフ推進隊の会員数143会員 190会員

主要施策

住宅用太陽光発電システムの設置支援を行うとともに、太陽光や太陽熱、風力、バイオマス等
の再生可能エネルギーの企業等による導入に対する支援や行政による施設活用を行い、環境にや
さしい再生可能エネルギー※の導入を促進します。
また、再生可能エネルギーへの理解とその普及に努めるため、地域、事業者、行政が協働した

エネルギー・環境教育の取り組みに向けて検討を進めます。

■住宅用太陽光発電システム設置補助
■公共施設等における再生可能エネルギー設備導入

再生可能エネルギーの導入促進1

主な事業・取り組み

国の新たな二酸化炭素削減目標等を踏まえ
た活動を公益財団法人しまね自然と環境財団
やエコライフ※推進隊等と協働で取り組み、市
民への有用な情報も広く発信し、エコライフ
を啓発していきます。

■もったいない推進事業
■マイバッグ持参運動の推進

エコライフスタイルの推進2

主な事業・取り組み

※再生可能エネルギー　エネルギー源として永続的に利用することができると認められるもの。（太陽光、風力、水力、
地熱、太陽熱、大気中の熱その他の自然界に存する熱、バイオマスが規定されている。）

※エコライフ　　　　　地球に負担の少ない生活スタイルのこと。

用
語
解
説

世界にひとつのマイバッグづくり
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2 環境保全と快適な住
環境づくりの推進 3 地球温暖化対策の推進 4 循環型社会の構築1 特性を活かした

景観形成の推進

Ⅳ 

環
境
部
門

H21 H22 H23 H24 H25 H26
ごみの総排出量（ｔ） 21,580 21,488 21,536 21,659 21,709 21,427
一人あたりの排出量（g） 961 958 972 989 1,003 1,004
リサイクル率（％） 25.3 24.1 24.6 24.0 24.0 23.7

●　国においては、平成12年の循環型社会形成推進基本法を制定以降、処理・処分を中心としたシステ
ムから、ごみの減量と、有効利用を図ることにより環境への負荷が少ない「循環型社会」の構築を目指し
ています。
●　市民や事業者の意識の醸成を図りながら、ごみの排出抑制や減量化、資源化を積極的に進めています
が、市民一人あたりのごみ排出量は増加傾向にあり、引き続き深化した取り組みが求められています。
●　平成23年度から不燃ごみの被覆型埋立処分場の供用を開始しましたが、廃プラスチックの処分方法や
高齢者にとって分かり易いごみの分別収集も含め、その延命のための対策を研究する必要があります。

現状と課題

●　地域で循環型社会を構築するため、ごみの減量化や資源化に関する意識啓発に努め、資源を有効活用
する地域循環システムの形成を目指します。

基本方針

4

ごみの総排出量と一人あたり一日平均排出量の推移

リサイクルセンターの見学

H21 H22 H23 H24 H25 H26

（t）
21,800
21,600
21,400
21,200
21,000
20,800
20,600
20,400
20,200

（g）
1,250

1,200

1,150

1,100

1,050

1,000

950

20,000 900

ごみの総排出量 一人あたりの排出量



第３章 第３節前期基本計画 部門別計画 Ⅳ  環境部門

88

目標 現状値 目標値 目標の説明

市民一人あたりのごみ排出量の
減少

平成26年度 平成33年度
総ごみ排出量÷本市人口÷365
日1,004g 967g

ごみのリサイクル率の増加
平成26年度 平成33年度

（直接資源化量＋中間処理後資源
化量）÷総ごみ排出量×10023.7％ 24.6％

主要施策

ごみを減らす「４Ｒ」に取り組み、環境にやさしい、無駄のない暮らしを
目指すため、市民の自主的な取り組みが広がるように各種啓発活動や情報
提供等を行います。

■生ごみ処理機購入費の助成
■もったいない推進事業

４つの「Ｒ
アール

」によるごみの減量化の推進1

主な事業・取り組み

ごみの飛散がない環境配慮型の被覆型埋立処分場を有効に利用し、環境への負荷の少ない適正
なごみ処理を行います。さらに、ごみ焼却の過程で出るスラグ※の再利用に努めるとともに、廃
プラスチックの焼却による埋立処分場の延命化を目指します。
また、後を絶たない不法投棄については、防止のための環境パトロールの強化や監視カメラの

設置、意識啓発に努めます。

■ごみ処理対策事業
■不法投棄ごみゼロ運動

廃棄物の適正な処理の推進2

主な事業・取り組み

※スラグ　金属の製錬に際して、溶融した金属から分離して浮かぶかす。道路の路盤材やコンクリート骨材として広く
用いられる。

用
語
解
説

Refuse（リフューズ）：ごみになるものは断る

Reduce（リデュース）：ごみを減らす

Reuse（リユース）：繰り返し使用する

Recycle（リサイクル）：再生して利用する

買い物にはマイバッグを持って、過剰包装を断ります。

シャンプー等は、詰め替え用で補充します。

（何度でも洗って使える）リターナブル容器に入ったも
のを選びます。

廃食用油、古着・古布等の拠点回収リサイクル事業を
利用します。

リユース食器


